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カメラで撮影した文書画像の湾曲・射影歪の除去 

近年，デジタルカメラの普及に伴い，デジタルカメラで撮影した文書画像処理の試みが盛

んに行われている。従来のスキャナで取得する文書画像との違いは，デジタルカメラで取得

した文書画像は常に湾曲と射影歪を持つことである。そこで，文字読取や翻訳などの前処理

としてこれらの歪みを補正する必要がある。 

本研究では，開いた本をデジタルカメラで撮影した文書画像によくある湾曲と射影歪に着

目し，歪みの除去によりOCR認識率が高い文書画像を生成可能なシステムを目指す。 

提案手法は，文書画像の一般的な特徴として，“紙面上で直線である横線は画像中に湾曲

するが，縦線（綴じ線に平行な線）は直線であることを維持する”ことを利用する。この特

徴を手掛りとして，消失点と同一線上の4点の複比を用いて，画像中の湾曲・射影歪を除去

する。まず，“文字と背景の輝度差が高い”という特徴より，画像に局所的な二値化を施

す。次に，二値化画像から4連結法で連結成分を抽出する。その後，各連結成分の最小外接

矩形を計算し，得られた最小外接矩形のサイズ，幅及びアスペクト比により非文字候補を削

除する。残った外接矩形は文字候補とする。そして，文字候補の水平方向の重複性により文

字列を抽出し，文字列ごとに特徴点を抽出する。同じ文字列にあるすべての特徴点の座標を

用いて，4次多項式モデルでテキストラインの湾曲を近似する。その後，文書の左右エッジ

により消失点を推定し，複比の基準を計算する。不変量の複比を用いて，各文字候補の中心

を通る縦線の方向を推定する。最後に，推定された行曲線と縦線の方向により画像をいくつ

かのグリッドに分割される。各グリッドは近似的に四角形と見られる。そして，四角形ごと

に射影変換行列を計算し，補正を行う。 

提案手法を検証するために，デジタルカメラで撮影した文書画像に対し，縦線の方向の推

定と補正後の文字認識率についての実験を行った。縦線の方向の推定誤差の標準偏差は0.29

度になり，補正後の英語（30枚）の文書画像中の文字の認識率は91.3%となり，日本語と中

国語（20枚）の場合は66.37%という結果が得られた。 
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